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追記 

記載漏れの論文等もあろうかと心配しています。気を付けたつもりですが，過去のチェック 

リストに重複記載のものもあるかも知れません。お気づきの点などございましたら，資料室 

担当者までご一報下さい。なお，論文等ご執筆の折りには，資料室に一部お送りいただくか， 

タイトルなどをご連絡いただければ幸いです。(川村) 

 


